
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料① Q3.インターンシップに参加した結果、どのように感じていますか。 【グラフ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＝法学部＝ 

■自分が知りたい業界のことを良く知ることができました。実習先の社員の方から、その企業だけでなく業界全体の話を 

聞くことができ、貴重な経験を積むことができました。 

■自分の欠点を知ることができたから。 

■学生のうちに社会の現実や企業の仕組みを知ることができた。 

■アルバイトとは違う仕事の重みを感じることできたため。 

■楽しんで業務を行うことが出来たから。 

 

 

＝経済学部＝ 

■自分が志望する業界の参考になったからです。 

■実際に行って経験することで、自分では気づいていない欠点を見つけたり、得意なことが分かり、今後の就職活動に

活かすことができるから。 

■小売業の販売という、あまり経験できないことや発注業務なども行うことができたから。 

■営業の難しさを知って、営業の仕事は誰にでもできる仕事ではないと思い、自分には向いていないことを自覚すること

ができ、今後の志望を定めやすくなりました。大満足です。 

■自己分析などを事前に勉強することができ、実際の企業に行ってアルバイトとは全く違う経験ができたため。 

■元々の参加動機である不動産の仕事を知るという目的を達成することが出来たから。 

■興味を持っていなかった業種に参加したおかげで、いろいろと選択肢が増え、今後の参考にしようと思った。 

■仕事の大変さ、やりがいを直接知ることができたから。 

■自分のイメージよりずっと素晴らしい会社で、たくさんのアドバイスをいただけたから。 

■興味がだけではなく、参加してみてこの業界の良さを感じることができたから。 

 

 

＝国際関係学部＝ 

■事前研修から実習、事後研修まで全てが自分にとってプラスとなったため。 

■充実した時間を過ごすことができた。 

■実際に体験してみないと分からない職場の雰囲気や実際の接客、責任感を感じ自分に少し自信が付いたから。 

■職場の雰囲気も良く、その仕事内容についてはもちろん、いろいろな話を聞かせてもらい、勉強になったと同時に、 

その時間が充実していて楽しかったから。 

 

 

＝現代ビジネス学部＝ 

■自己理解を深めることができたし、良い社会経験として自信がついた。 

■不動産業について様々な事を知れらたから。就職活動をする際に参考になることが多かった。 

資料② Q6.実際にインターンシップに行ってみて満足していますか。【理由記述編】 ※抜粋 



 

＝法学部＝ 

■良くも悪くも、その業界についてたくさん知ることがあると思うし、社会人としての一般的な知識やマナーも学べると思い

ます。 

■やる気がある人は身になると思うから。 

■個人的に常識がある人間だと思っていたのだが、実際に行ってみたら色々なマナーを学ぶことができた。 

■参加してメリットしかないので興味があれば、ぜひ。 

■事前研修で若干時間を奪われる。 

 

 

＝経済学部＝ 

■就職時のミスマッチが減る可能性があるからです。 

■最初は業界等に詳しくなかったのですが、インターンシップを通して自分に合う職業を見つけることができるから。 

■業界についていち早く体験して知ることができるため。 

■インターンシップは行かないと必ず不安もありますし、もし行かなかったら苦労すると思ったからです。 

■事前研修やインターンシップは絶対に何かしらの役に立つので。 

■興味のある業界・業種のことを知ることができるという点と、仕事を経験することでアルバイトや学生生活での人との接

し方を見つめ直すことができるからです。 

■参加して損はありません。もし、希望する就職先などが決まっていない人は、参加して職種を広げて欲しいです。 

■話を聞くだけでは分からないことがあるので、実際にインターンシップに参加してその企業の活動を知ることができるから

です。 

 

＝国際関係学部＝ 

■やはりインターンシップに行くか行かないかで就職が左右されるのでは、と感じたため。 

■自分で動き出さなければ何も始まらないという事を深く実感し、就職に不安を抱いていた自分に自信が付くきっかけ

になると思ったから。 

■今まであまりアルバイトをしたことが無く、働くイメージが湧いていなかったけど、今回の経験で働く事の大変さや社会に 

出て働くという事を学べたから。 

＝現代ビジネス学部＝ 

■時間がある大学生でしかできないことだし、たくさんの学ぶべきことが多いため。 

■業種や職種について様々な事を知ることができるし、社会経験もできるので就職する際にとても役立つから。 

 

 

 

 

 

資料③ Q7.今回のインターンシップを、後輩学生に勧めたいと思いますか。【理由記述編】 



 

 

＜「ちょうど良い」＞ 

■2週間であったが、2、3日おきに休みもあったためあまり疲労は感じなかった。計 10日の実習は時間があったため

様々な体験ができた。 

■月曜日から金曜日までの 5日間の実習だったためちょうど良かった。 

■毎日がとても充実していて一日があっという間に終わりました。はじめは 10日間もあるのか…と思っていましたが、 

本当にあっという間に実習が終わり、少しさみしい気持ちになりました。 

■初日から接客をさせていただき、2日目からはレジにも立たせていただいたため、実際に働くというイメージを 5日間で

知ることができた。 

■10日間でいろんな仕事をすることができるから。 

■個人的には 2、3日は短くて 10日以上は最後まで集中してやり切れそうにないと思うから。【5日間】 

■今回は 8月と 9月で実習日が分かれていたため、長いとも短いとも感じなかった。【5日間】 

■3日間の実習でしたが、実際店舗研修ではなくグループワークのみだったため期間は良かった。 

■最初の数日は緊張していたけど、徐々に落ち着いてきて楽しむことができた。【10日間】 

■その企業に就職したい意思があれば期間的には短いと思いますが、あくまで社会人としての在り方を学び、実際に 

アルバイトとは違うことをするという経験を積むにはちょうど良い期間だと思います。【5日間】 

■ちょうど良く、もう少し長くても良いと感じました。私の場合は7日間でしたが、5日目辺りで業務に少し慣れてきたから

です。 

■自分の都合と合わせやすい期間でした。【5日間】 

 

＜長い＞ 

■それまでの学生生活のギャップがあるため、健康に気を付けても体に不調が出たため。【10日間】 

■自分にとっては長い期間だったと感じています。帰りの時間になると、いつも疲れていました。【5日間】 

■10日間の交通費などが大きな負担となったため。 

 

＜「やや長い」＞ 

■3日間くらいが良い。【5日間】 

■自分は 10日間あったが、一週間くらいがベストだと感じた。 

■自分の研修先は泊まり込みで 2週間だったので、少し長く感じました。 

 

＜「やや短い」＞ 

■企業の方が「どうしても実務において日が短いと細かなところまで教えることは難しい」と仰っていました。【5日間】 

■一日の時間が短かったため、午後からの外での業務に同行できなかったのでもう少しやりたいと思った。【7日間】 

 

 

 

資料④ Q8.今回のインターンシップ実習期間は長かったでしょうか？【理由記述編】 


